






























 頭頂 ― 顎下　 （本面）41.7cm（左脇面）39.2cm
（右脇面）37.0cm 






























































































































































































































































































































































 1 ） 『奥多摩町の文化財』（奥多摩町教育委員会、昭和57
年）、p17 ― 18 
 2 ） 『奥多摩町誌　歴史編』（奥多摩町誌編纂委員会、昭和
60年）、p. 1284 













 4 ） 大正図像6、282頁 
 5 ） 大正図像5、246頁 
 6 ） 大正図像12、831頁 
 7 ） 大正図像6、215頁・217頁 
 8 ） 大正図像12、1079頁・1080頁 








































和56年、奥多摩町教育委員会）、pp. 15 ― 18 
 14） 平将門像には茨城県坂東市の国王神社に伝わる像高
76cmの木彫像がある。本像は寄木造の彫像で、室町時
代の制作と考えられており、衣冠束帯姿の坐像である。
本像は平将門が戦死した際に母親とともに奥州に逃れた
三女が成人後に出家して、如蔵尼となり、父の三十三回
忌にその姿を刻み、天禄3年（972）に社を建てて祀った
と伝えられるものである。将門の子息が父の像を刻むと
いう点では将門神社の伝承と共通する。将門神社の霊像
に関しては、社伝では天徳2年（958）に安置されたと伝
え、天慶3年（940）の将門の敗死から18年後のことと
なり、十七回忌の後に制作された像ということになるか。 
 15） 清水氏及び地元の観光ガイドへの聞き取りでは、熊野
神社の将門像については実際に実物を見たことがなく、
どのような像なのかも不明ということである。 
 16） ファイバースコープを用いた像内の観察、および特に
裳裾部の欠損部からの観察に基づく。今回の調査では像
そのものを動かす作業は行っていない為、台座裏面など
に墨書が書かれている可能性はあるかもしれない。 
 付記 
 　本像については「地域文化・仏像バーチャル
ミュージアム」及び「デジタル明王図像集」のホー
ムページ上でも情報を公開している。 
 
みた・たかあき / 文化情報学部准教授
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図版一覧 
図版1　将門山不動尊の外観
図版3　木造伝三面不動尊立像
図版2　将門山不動尊の堂内
図版4　堂内に安置される木造不動明王立像
　　　　（像高57.0cm）
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見田隆鑑／奥多摩町棚沢・将門山不動尊の伝三面不動尊立像について
図版5　頭部（正面）
図版7　頭部（右脇面）
図版6　側面と後頭部の姿
図版8　頭部（左脇面）
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図版9　上半身
図版11　上半身（斜側面）
図版10　下半身
図版12　上半身（斜側面）
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見田隆鑑／奥多摩町棚沢・将門山不動尊の伝三面不動尊立像について
図版13  『東寺本不動明王図像』所収の
三面六臂の不動明王①
図版14  『東寺本不動明王図像』所収の
三面六臂の不動明王②
図版15  伝三面不動尊の像内
（像左後方の間隙からの撮影）
図版16　伝三面不動尊の地付部（足先を外した状態）
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図版17　安政四年銘を残す「奉献不動尊」の幟旗（部分）
図版18　伝三面不動尊の台座とそこにあらわされる家紋
